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年頭あいさつ

今こそ地方創生！
― 特色ある地域づくりに向けて ―

下諏訪町長

　新年あけましておめでとうございます。
　2016年、町民の皆様には、輝かしい新春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げますととも
に、日頃より町政運営に格別のご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　歴史と伝統ある下諏訪町の町政を担わせていただき、早いもので三期目も集大成である最終年を
迎えました。これまでに町民の皆様からいただきました信頼と付託にお応えすべく、これからも初
心を忘れることなく、更なる町政発展のために引き続き全力で取り組んでまいりますので、何とぞ
一層のご支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
　さて、昨今地方創生が叫ばれるなか、下諏訪町では、今後のまちづくりの指針となる第７次総合
計画、地方版総合戦略及び行財政経営プランを策定しているところです。町民の皆様に夢と希望を
与える、魅力あるまちづくり、特色ある地域づくりに向けて政策を展開していく所存であります。
　本年度以降の具体的事業についてご説明申し上げます。安心・安全のまちづくりに目を向けます
と、公共施設耐震改修事業の最後となりました役場本庁舎の耐震補強工事がまもなく終了いたしま
す。外観、内装とも一新し、利便性の向上が図られるとともに、有事の際には今まで以上に災害対
策の拠点機能を発揮する庁舎となります。赤砂崎公園整備事業は、左岸の完成を見込んでおり、平
成28年度中にはエコタウン構想の協議をしてまいります。駅前防災広場整備事業では、駅前のJR
バス跡地を購入し防災公園の位置付けとして、地域の皆様の声を反映しながら地域の活性化を担う
広場の整備を進めてまいります。地域防災力の強化としましては、地区防災計画の推進を目指すと
ともにリーダー養成研修を年次的に実施し、災害時には各地域において活躍いただけるリーダー的
な人材を育成してまいります。
　地域活性化まちづくり事業の推進では、建設が進む「お祭り広場（仮称）」が３月には完成、４
月には開館を目指しております。併せて木落し坂周辺の整備を進め、お祭り広場と連携して御柱を
体験・体感することができ、町歩きを楽しむ方、インバウンド観光客の増加が見られるなか、通年
観光にも寄与できるものと期待しております。工業振興につきましては、日亜化学工業株式会社の
研究開発拠点が下諏訪町に開設されることになり、湖畔の豊かな自然環境のもとで研究開発力の向
上が図られること、また、優秀な人材の発掘と雇用の確保が大いに期待されるところでございます。
５年目を迎えたものづくり支援センターでは、受注額が前年を大きく上回り、今後は医療機器の開
発、食品加工業との連携など新規事業にも積極的に取り組んでまいります。農業振興では、下諏訪
町の農業を衰退させないことが重要であると感じております。そのためには、JA信州諏訪をはじ
め各関係機関、団体との連携を図り、地産地消の推進、特産品の開発、農業と観光がタイアップし
た農産物のPR活動などを進めてまいります。
　地域で守り育てる子ども支援策の推進では、皆様のご理解とご協力のもと、長期に渡り工事を進
めてまいりました南小学校の改築工事が無事終了しました。これからは未来を担う子どもたちが快
適な学校生活を送れるよう、維持管理に力を入れてまいります。また、海外の異文化との交流や体
験学習、ホームステイなどを通じて、多様な価値観を学び受け入れ、広い視野で物事を見ることが
できる国際性豊かな人材を育成するため、中学生の国際交流事業を進めてまいります。
　環境・福祉施策の充実では、ゆたん歩 な゚ど既に多くの住民の皆様にご活用いただいている健康
スポーツゾーンでありますが、最後に整備を予定している艇庫の改修も着実に進め、今後、2020
年東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプ候補地として、岡谷市と諏訪市にご協力をい
ただきながら、誘致活動を推進し、全世界に下諏訪町をPRしていきたいと考えております。国道
20号岡谷下諏訪バイパス事業につきましては、アクセス道路の改修が大きな事業となってまいり
ます。国道20号西大路交差点の改良、町道東山田線の工事は、より利便性が高まりますよう地域
の皆様の理解を得ながら確実に事業を進めたいと考えております。
　住民要望や真に必要な事業に対しましては、中長期的な視点に立ち、見て・聞いて・感じたこと
を十分に協議し、住民に寄り添った行政サービスが実現できるよう知恵と創意工夫を重ね、魅力と
活力に満ちたまちづくりに向けて取り組んでまいります。
　新しい年を迎え、本年はいよいよ七年に一度の式年造営御柱大祭の年となります。歴史あるこの
祭りの開催を契機に、下諏訪町がより一層輝きを増すよう、諸先輩方が築いてこられた多くの
「宝」を活かしながら、「小さくてもきらりと光る美しいまち」の実現のため、精一杯、邁進いたす
所存でございます。
　結びに、町民の皆様そして町政にとりましても良い年でありますようご祈念申し上げ、年頭の挨
拶といたします。

ふるさとまちづくり寄附金を募集しています!!ふるさとまちづくり寄附金を募集しています!!ふるさとまちづくり寄附金を募集しています!!

「ふるさとまちづくり寄附金」とは
　ふるさとに貢献･応援をしたいという全国のみなさまからのご厚意を、出身地に限らず、

寄附という形でふるさとへ届けようという制度です。寄附金税制の見直しにより、寄附金

のうち２千円を超える部分の金額について申告することによって、翌年度の個人住民税な

どから控除されます。（※控除される額は、寄附金額や所得額などにより異なります。）

「平日の昼間は忙しくて役場や金融機関等には納税に行けない…」

 そのような方は、毎月１回、土・日曜日の２日間開設している『休日納税窓口』（庁舎
２階 税務課）をご利用の上、納付してください。詳細は、クローズアップしもすわ19ペ
ージ「くらしの情報｣をご覧ください。納税には、安心・便利・確実な「口座振替」がお
勧めです。なお、コンビニエンスストアでの納付も可能ですのでお気軽にお問い合わせ
ください。

　ふるさとまちづくり寄附金（ふるさと納税制度）が始まり、約８年が経過しました。
　平成26年度は下諏訪町に16件、合計146万４千円の「ふるさとまちづくり寄附金」をお寄
せいただき、平成27年度の事業で活用させていただくとともに、28年度以降の予算に反映させ
ていただく予定です。

「下諏訪町のこれからのまちづくりに、僅かな額でも役立ててもらいたい。｣
「ふるさと、下諏訪町を応援したい。」「まちづくりに参加・貢献をしたい。」
「生まれ育った下諏訪町に恩返しをしたい。」とお考えのみなさん！
　年末年始や冬休みで帰省されるご家族、ご親族、お知り合いの方々にお声がけをいた
だき、下諏訪町へのふるさと寄附にご協力をお願いいたします。

　お寄せいただいた寄附金は、下諏訪町の貴重な財源と
して大切に活用させていただきます｡
　お申込み方法等の詳しい内容については、町のホーム
ページ等でお知らせしています。

■問い合わせ　下諏訪町 税務課 収納係
　　　　　　　電話27－1111（内線126・127）　
　　　　　　※平成28年１月より（内線236・237）

税務課からのお知らせ



5　広報 2016.1 広報 2016.1　4

税務課からのお知らせ
所得税の還付申告は２月１6日以前でも受付が出来ます！所得税の還付申告は２月１6日以前でも受付が出来ます！所得税の還付申告は２月１6日以前でも受付が出来ます！所得税の還付申告は２月１6日以前でも受付が出来ます！
　平成27年分の所得税の確定申告の相談及び申告書の受付期間は、平成28年２月16日（火）から３月
15日（火）までです。諏訪税務署ではこの期間以前でも、所得税の還付を受ける方の申告（還付申
告）を行います。
　なお、下諏訪町税務課では２月12日（金）・15日（月）の２日間、還付申告の方のみを対象に申告
相談を行います。２月16日（火）から３月15日（火）は、所得税の確定申告及び町民税・県民税申告
の申告相談を行います。会場は下諏訪町役場４階の講堂です。
　また、確定申告書・手引き等は１月中旬から税務課窓口に用意してあります。

次のいずれかに当てはまる方は、還付申告により税金が還付される場合があります。
●病気やけがなどで支払った医療費が一定額以上あり、医療費控除を受ける場合
●年の途中で退職し、就職しなかった方で、給与所得について年末調整を受けていない場合
●住宅を住宅借入金等で新築や購入・増改築して、住宅借入金等特別控除を受ける場合
●社会保険料控除、寄附金控除、その他控除を受けることができる場合など

公的年金等の収入金額が400万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万
円以下である場合は、所得税の確定申告が不要となりますが、次にあてはまる場合は、町民税・県民税
の申告により、来年度の町民税・県民税が減額される場合があります。申告が必要な方は町税務課へ町
民税・県民税申告書の提出をお願いします。
・お手元の公的年金等の源泉徴収票に記載されている控除以外の下記のような控除の適用を受けるとき

●給与支払報告書の提出について
　給与支払報告書は２月１日（月）までに提出いただきますようご協力をお願いします。なお、提出の
際は町民税・県民税の徴収区分が分かるよう、総括表を一番先頭に徴収区分ごとに仕切り紙を入れて束
ねて提出をお願いします。

●町民税・県民税の給与からの特別徴収（給与天引き）にご協力ください。
　給与支払者は地方税法の規定により、全ての従業員の町民税･県民税を特別徴収（給与天引き）によ
り納める義務があります。特別徴収を行うことで、従業員は毎月の給与から町民税･県民税が天引きさ
れることにより、一回あたりの納付額が少なくてすみ、金融機関に出向いて納付する手間が省けます。

確定申告をすれば所得税が戻る方

公的年金等受給者の方へ

事業所のみなさまへのお願い

●ふるさと納税制度の拡充
・特例控除額の上限の引上げ
　都道府県、市区町村に対して寄附金を支出した場合（ふるさと納税）における特例控除額の上限が町
民税・県民税の所得割額の20％（改正前は10％）に拡充されました。
・「ふるさと納税ワンストップ特例制度」の創設
　確定申告が不要な給与所得者等がふるさと納税を行った場合、確定申告を行わなくても寄附金控除が
適用される制度（ふるさと納税ワンストップ特例制度）が創設されました。
※平成27年４月１日以後に行うふるさと納税で、寄附先の団体数が５団体以内の場合で確定申告（町
民税・県民税申告を含む）を行わない場合に限ります。特例の適用には、寄附を行う際に各寄附先の自
治体に特例適用の申請書を提出する必要があります。また、平成27年３月31日までに行ったふるさと
納税による寄附金控除の適用を受けようとする場合は、申告が必要です。

●公的年金からの特別徴収制度の見直し（平成28年10月以降の年金特別徴収から適用）
・４、６、８月に行われる仮特別徴収税額の算定方法の見直し（仮特別徴収税額の平準化）
　年間の公的年金から特別徴収（引き落とし）される税額の平準化を図るため、仮特別徴収税額の計算
方法が次のとおり改正されました。
※本改正は計算方法の見直しを行うものであり、年税額の増減を生じさせるものではありません。

●住宅ローン控除の延長
　住宅ローン控除について、居住年の適用期限が１年６ヶ月延長され、居住年の適用期限が平成31年
６月30日まで延長されました。

平成28年度実施分の主な税制改正

仕切り紙の種類
○特別徴収 → ブルーの用紙　○普通徴収 → ピンクの用紙　○専従給与 → イエローの用紙

■問い合わせ　下諏訪町 税務課 町民税係　電話27－1111（内線121・122・123）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成28年１月より（内線231・232・233）

医療費控除
社会保険料控除

生命保険料控除
地震保険料控除

配偶者控除・障害者
控除・寡婦（寡夫）
控除・扶養控除

所得金額により、医療費が10万円以下でも控除の対象となる場合があります。

口座振替や納付書によってご納付いただいた介護保険料・後期高齢者医療保険
料等の控除を適用するには、申告が必要です。

生命保険料や地震保険料についての控除を適用するには、申告が必要です。

改正前

前年度の２月と同額 前年度の公的年金等に係る所得から計算された年税額÷６

改正後

公的年金等の源泉徴収票に扶養控除等がすべて記載されて
いるかご確認ください。源泉徴収票に記載されていない控
除を適用するには申告が必要です。

平成２８年度下諏訪力創造チャレンジ事業支援金　　　
地域発元気づくり支援金説明会のお知らせ

　新年度に向けて、住民の皆さまや各区・町内会などで地域づくりに活用できる補助制度の募集が始まります。
事業の説明会を下記のとおり開催しますので、この機会に是非ご参加ください。

・下諏訪力創造チャレンジ事業支援金　申請期間：平成28年１月12日（火）～２月29日（月）
個性とアイディアに満ちた下諏訪のまちづくりに、町民が自主的及び主体的に取り組む事業
に対して支援します。

・地域発元気づくり支援金　申請期間：平成28年１月４日（月）～２月１日（月）　　
長野県が、豊かさが実感でき、活力あふれる輝く長野県づくりを進めるために、公共的団体
等が住民とともに自らの知恵と工夫により自主的かつ主体的に取り組む地域の元気を生み出
すモデル的で発展性のある事業に対して支援します。

※ご都合がつかず参加できない場合は、説明会資料を総務課企画係に用意していますのでお知らせください。
■問い合わせ　下諏訪町 総務課 企画係　27－1111（内線257・258）

日　時　平成28年１月８日（金）　午後３時から
場　所　町庁舎４階講堂
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　「四王町内会」は（一財）自治総合センターの平成27年度コミュニティ助成事業を、「下諏訪町」は、
（公財）長野県市町村振興協会の平成27年度地域活動助成事業をそれぞれ活用し、次のような備品など
を整備しました。

◆四王町内会（一般コミュニティ助成事業）
　伝統芸能を通じて地域コミュニティの活性化を図る
ため、長胴太鼓、締太鼓、太鼓台の購入を行い、四王
公会所に配備しました。
○事業内容
　長胴太鼓、締太鼓、太鼓台
　の購入
○事業費総額　2,684,180円
　（うち助成額　250万円）

◆下諏訪町（地域防災組織育成助成事業）
　火災の際、残火処理活動や林野火災の防火帯設定活
動に役立てるため、背負い式水のうの購入を行い、下
諏訪町消防団各分団に配備しました。
○事業内容
　背負い式水のうの購入
○事業費総額　1,136,160円
　（うち助成額　100万円）

　一般財団法人自治総合センターは、宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニ
ティ活動に必要な備品や集会施設の整備、安全な地域づくり等に対して助成を行い、
地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と
住民福祉の向上に寄与するための事業を行っています。
　また、公益財団法人長野県市町村振興協会では、市町村振興宝くじ（サマージャ
ンボ）の収益金を財源として宝くじの普及広報を行うことや、コミュニティの健全
な発展を図ることを目的に「地域活動助成事業」を行い、自治会等のコミュニティ
活動に必要な設備の整備に対して助成を行っています。

宝くじの助成金で整備しました宝くじの助成金で整備しました宝くじの助成金で整備しました

●応募資格（募集人員10名程度）
長野県内に在住または県内の高校に在学あるいは卒業し、平成28年４月に東京都内・近郊に所在する
４・６年制大学へ進学予定の男子学生で、寮の自治活動・行事に積極的に参加できること。
●必要書類
入館申込書兼身上書（指定用紙に自筆記入。用紙は下記HPからダウンロード可）／証明写真２枚（３
ヶ月以内に撮影したもの。サイズ４cm×３cm）／出身高校が発行する調査書
○上記書類に選考手続費用1,000円（郵便為替か切手のいずれか）を添えて、面接を希望する選考日の
５日前までに下記へ郵送または窓口提出してください。
●面接選考日時および会場
【諏訪会場】平成28年１月22日（金）／３月11日（金）
　　　　　　いずれも午後１時30分～　会場：諏訪市　『教育会館』
【東京会場】平成28年２月21日（日）／３月20日（日）
　　　　　　いずれも午後１時30分～　会場：東京都調布市　『長善館』
■応募書類請求・提出・問い合わせ
【諏訪会場希望者】〒393－0013　下諏訪町3862－1
　　　　　　　　　諏訪郷友会 諏訪事務局（小口）TEL/FAX 0266－27－0625
【東京会場希望者】〒182－0003　調布市若葉町1－43－1
　　　　　　　　　諏訪郷友会 東京事務局 TEL/FAX 03－3300－7988
◎募集詳細・提出書類ダウンロードは長善館HPまで。
　http://www.suwakyouyuukai.org/chouzenkan/　→ 長善館 で検索してください。

学生寮 長善館学生寮 長善館 入館生募集入館生募集平成28年度平成28年度

■問い合わせ
　下諏訪町 総務課 企画係　電話27－1111（内線257）

平成27年度　諏訪湖浄化講演会

諏訪湖の水質と諏訪湖流域の非特定汚染源
～現状とこれから～

 諏訪湖の水質汚染物質は、家庭の生活排水や工場の
排水など発生源が特定できるもの（特定汚染源）と、
市街地、農地、森林など発生源の特定が難しいもの（非
特定汚染源）に分けられます。特定汚染源は下水道整
備、浄化槽導入、個々の家庭での取り組み、工場の排
水規制などによって減少しつつありますが、 

大部分を占めている非特定汚染源は、発生源が流域単
位に広くひろがっており、流出メカニズムが複雑であ
るため、削減対策がより困難です。
　そこで、諏訪湖の水質と非特定汚染源の状況を改め
て振り返り、環境にやさしい農業や森林整備など、削
減に結びつく取り組みについても学びます。  

講師：長野県職員（長野県政出前講座）

入場無料・申込不要・どなたでも参加できます

平成28年１月20日（水）
18：30～20：00
諏訪市役所５階　大会議室

諏訪湖の水環境、環境にやさしい農業、森林整備の意義の 
３つの視点から、３名の講師にそれぞれご講演いただきます。 

■諏訪湖浄化対策連絡協議会 事務局（諏訪市生活環境課内 電話 0266－52－4141 内線214） 

※市役所駐車場をご利用いただけますが、台数に限りがありますので 
　乗り合わせ等でご来場にご協力をお願いいたします。

【主催者・お問い合わせ先】 

■美しい環境づくり諏訪地域推進会議 事務局（諏訪地方事務所環境課内 電話0266－57－2952）

日時

場所
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　平成16年に始まったまち歩きイベント「～ぶらりしもすわ～三角八丁（さんかくばっちょう）」。24回目を
迎えた今回も、様々な個性あふれる団体による”もりだくさん”のイベントが下諏訪の町を彩りました。

　今まで下諏訪町消防団では各種災害活動時及
び訓練時に法被を着用して活動していましたが、
平成26年に改正された「消防団員服制基準」を
受け、災害現場での視認性・運動性・安全性に
優れた活動服を全団員に配備しました。
　導入した活動服は、紺色をベースにオレンジ
色を配色し、夜間における活動の視認性を向上
し、また伸縮性に優れた生地のため、安全及び
運動性に配慮したものです。
　これから下諏訪町消防団の各種災害及び訓練
等における活動は、この活動服を着た団員が現
場で活躍します。
　下諏訪町消防団では住民の生命及び財産を守
るため、活動しています。地域の安全を守るた
め消防団の入団をお願いします。

■問い合わせ　下諏訪消防署　
　　　　　　　電話28－0119

　諏訪圏域障がい者総合支援センター「オアシス」は、諏訪地域６市町村にお住まいの、障がいや難病の
ある方、ご家族の皆さんなどの相談に応じ必要な支援や情報提供を行い、どう暮らしていけばよいかを共
に考えていく機関です。経済的な問題(障害年金も含め)、就労、健康面、人間関係等、生活全般のお困り
ごとに対応します。
　「オアシス」まで移動手段のない方や平日お時間のない方、事情がありなかなか相談できない方に対し
て、お住まいの近くで障がい福祉の相談に係わる専門員が、各市町村を巡回して下記のとおり相談会を実
施します。
○期　　日　平成28年１月30日（土）
○時　　間　午後１時～午後４時
○会　　場　下諏訪総合文化センター　２階　学習室
○担　　当　オアシス相談員　発達障害サポート・マネージャー
○対　　象　諏訪圏域の障がいのある方または、障がいと認定されていなくても、同じような生活しづら

さを抱えておられる方。ご本人、ご家族、支援関係者。
○相談費用　無料
※申し込み制とさせていただきますので、事前にオアシスにご連絡ください。当日会場に直接お越しいた
だくことも可能ですが、お待たせすることがありますので、ご了承ください。

■問い合わせ　諏訪圏域障がい者総合支援センター　オアシス　電話54－7363

年末年始業務案内　ご協力をお願いします年末年始業務案内　ご協力をお願いします ■をかけてある日は、業務をお休みします。

役場／子育てふれあいセンター／保健センター

社会福祉協議会（地域包括支援センター） （26－3377）

湖北火葬場【湖風苑】     （22－2014）

老人福祉センター

総合文化センター／体育館 

公民館／勤労青少年ホーム 

※ただし、緊急の場合は電話対応します。※ただし、緊急の場合は電話対応します。

17時
閉館
17時
閉館

12月
28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日
（月） （火） （火）（水） （木） （金） （土） （日） （月）

1月
施　設　名　称　等

協働サポートセンター

諏訪湖博物館赤彦記念館

図書館

ゆたん歩゜

ぶらりしもすわ 三角八丁！其の二十四ぶらりしもすわ 三角八丁！其の二十四 下諏訪町消防団員の活動時の服装が変わります！！下諏訪町消防団員の活動時の服装が変わります！！
魅力発見まちあるき～秋・町探索～

障がい福祉の相談に係わる専門員が、相談会を実施します

平成27年11月７日（土）盛大に開催されました
多くの方のご参加ありがとうございました！

ハロウィーンパレード 大行列

大勢の人で賑わう　御湖鶴 秋の蔵まつり

オカーゴ乗車体験

　次回「ぶらりしもすわ三角八
丁！其の二十五」の開催につき
ましても、決定次第情報を発信
いたします。今後ともどうぞよ
ろしくお願いいたします！

■問い合わせ　下諏訪観光協会　電話26－2102

←
新
し
い
活
動
着

→
従
来
の
法
被
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生
涯
学
習

生
涯
学
習
No.500

か
お
り
高
い

      

文
化
の
ま
ち

発行　下諏訪町教育委員会

編 集　生涯学習
　　　　　編集委員会

新年を迎えて～新年を迎えて～成人を迎えての決意成人を迎えての決意

未
来
へ
と
羽
ば
た
く

　　　　　　　　　子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

昨
年
の
夏
、
町
内
各
所
に
置
か
れ

た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
苗
は
、
晩
秋

ま
で
可
憐
な
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
、

街
を
彩
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

下
諏
訪
町
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
た

い
と
い
う
社
中
生
徒
の
提
案
で
、
五

年
前
、
社
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
立
ち
あ
が
っ
た
こ
の
企
画
は
、

三
年
前
か
ら
下
諏
訪
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
下
諏
訪
中
学
校
、

南
北
両
小
学
校
、
花
田
養
護
学
校
、

向
陽
高
校
に
浸
透
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
諏
訪
中
の
当
時
三
年
生

で
あ
っ
た
数
名
の
生
徒
が
、
合
唱
部

を
作
り
た
い
と
校
長
先
生
に
嘆
願
し
、

今
で
は
社
会
教
育
団
体
ホ
ワ
イ
ト
キ

ャ
ン
バ
ス
と
し
て
登
録
さ
れ
、
地
域

の
方
に
そ
の
歌
声
を
披
露
す
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

　

南
小
の
児
童
は
、
下
諏
訪
の
商
店

街
を
見
学
し
そ
の
成
果
を
歌
詞
に
込

め
、
一
昨
年
の
下
諏
訪
町
民
音
楽
祭

で
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

北
小
の
児
童
は
、
毎
週
水
曜
日
に

暑
い
日
も
寒
い
日
も
社
中
の
坂
を
上

っ
て
、
自
主
学
習
の
た
め
の
場
「
寺

子
屋
や
し
ろ
」
に
来
て
、
終
了
時
間

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
児
童
、
生
徒
の
幅
広
い

学
習
活
動
は
、
下
諏
訪
版
信
州
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
先
駆
け
と

し
て
、
下
諏
訪
町
の
誇
る
、
素
晴
ら

し
い
一
面
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ

ら
の
陰
に
は
、
先
生
方
の
熱
心
な
ご

指
導
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
ご
理
解
、

ま
た
お
忙
し
い
時
間
を
割
い
て
協
力

し
て
下
さ
る
地
域
の
方
々
の
心
温
か

い
見
守
り
や
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ

成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
、

深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
こ
う
し
た
体
験
が
、

「
私
た
ち
の
思
い
を
大
切
に
し
て
、

き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
く
れ
る
人
が

い
る
」
「
僕
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
、

後
押
し
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
」

と
い
う
思
い
と
と
も
に
、
感
謝
す
る

心
と
生
き
て
ゆ
く
自
信
を
育
て
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
携

わ
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
多
く
の
皆
様

に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
、
い
じ
め
に
よ
る
悲
し
い
ニ

ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

あ
る
本
の
中
に
『
人
間
の
価
値
は
何

が
で
き
た
か
？
で
き
な
か
っ
た
か
？

で
決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に

生
ま
れ
そ
こ
に
生
き
て
い
る
だ
け
で

一
人
の
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し

て
、
皆
が
平
等
に
神
の
目
に
貴
い
宝

物
で
す
。
あ
な
た
も
、
そ
し
て
自
分

も
大
切
な
存
在
。
生
き
て
い
る
こ
と

だ
け
で
価
値
が
あ
る
も
の
な
の
で

す
。
』
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
意
味
を
深
く
分
か
ち
合
う
こ

と
が
で
き
た
な
ら
、
子
ど
も
た
ち
は

皆
、
も
っ
と
自
由
に
自
分
を
表
現
し

た
り
、
心
の
奥
に
し
ま
っ
て
い
る
本

当
の
優
し
さ
を
出
せ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち

教
育
委
員
は
、
直
接
子
ど
も
た
ち
と

接
す
る
機
会
は
と
て
も
少
な
い
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
健
や
か
な
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
願
い
、
子
ど
も
た
ち

と
ふ
れ
あ
い
、
笑
顔
で
挨
拶
を
か
わ

し
な
が
ら
、
寄
り
添
っ
て
い
け
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

教
育
委
員
長
　
　
小
松
　
裕
子

東
山
田
　
　
波
多
野
　
和
樹

人
の
役
に
立
つ
た
め
に

　

今
年
成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
こ
れ
ま
で
二
十
年
間
育
て
見
守

っ
て
く
れ
た
両
親
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
今
、
親
元
を
離
れ
神
奈
川
県
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
中
で
、
い

か
に
自
分
が
周
囲
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
か
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
通
じ
て
様
々
な
人
と
接
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
重
要
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
私
は
、
大
学
で
臨
床
工
学
技
士
と
な
る
た
め
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
と
は
患
者
や
医
療
従
事
者
に
安
全
で
安
心
し
て
使
用
で
き
る

医
療
機
器
と
臨
床
技
術
を
提
供
す
る
仕
事
で
す
。
今
後
医
療
機
器
は
益
々
増

え
、
一
つ
一
つ
の
使
い
方
を
覚
え
る
の
は
大
変
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
命
と

直
結
す
る
仕
事
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
日
々
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
通
学
し
て
い
る
北
里
大
学
で
は
昨
年
、
大
村
智
特
別
栄
誉
教
授
が
ノ

ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
大
村
教
授
は
、
絶
え
ず
研
究
人

生
を
何
か
の
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
「
人
の
役
に
立
つ
こ
と

を
や
り
た
い
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
も
今
後
医
療
の
業
務
を
通
じ
て
多
く
の
人
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、

ま
ず
大
学
で
し
っ
か
り
勉
強
し
知
識
だ
け
で
な
く
、
人
格
を
磨
き
責
任
あ
る

行
動
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
成
人
に
な
っ
た

ば
か
り
の
未
熟
な
私
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝
や
謙
虚

さ
を
忘
れ
ず
に
、
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

武
居
　
　
山
田
　
あ
か
ね

町
の
発
展
に
貢
献
し
た
い

　

平
成
二
十
八
年
一
月
、
成
人
と
い
う
一
つ
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と

に
大
変
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
十
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
部
活
動
や
文
化
祭
、
受
験
や
就
職
活

動
な
ど
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
辛
か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
中
に
は
必
ず
仲
間
の
姿
が
あ
り
、
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ

の
二
十
年
間
の
思
い
出
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
中
学
・
高
校
で
出
会
っ
た

部
活
の
仲
間
の
お
陰
で
人
間
的
に
も
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
の

一
生
の
宝
物
で
す
。

　

現
在
、
私
は
下
諏
訪
町
役
場
の
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
育

っ
た
下
諏
訪
町
へ
の
感
謝
と
恩
返
し
、
そ
し
て
下
諏
訪
町
の
新
た
な
魅
力
づ

く
り
を
目
指
し
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
、

地
元
を
舞
台
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
と
な
り
、
未
来
の
下
諏
訪
町
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
り
、
若
い
世
代
の
人
口
低

下
と
と
も
に
若
い
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
若
い
世
代
の
団
結
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
困
難
に
真
摯
に
立
ち
向
か

う
時
を
迎
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
日
本
社
会
を
支
え
て
い
く

の
は
、
私
た
ち
若
い
世
代
の
「
新
た
な
発
想
に
よ
る
視
点
」
と
「
勢
い
の
あ

る
実
行
力
」
そ
し
て
「
情
熱
に
よ
る
挑
戦
」
だ
と
思
い
ま
す
。
新
成
人
と
し

て
自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
仲
間
達
が
、
こ
れ
か
ら
国
際
社
会
や
地

域
社
会
と
い
う
舞
台
で
中
心
と
な
り
、
信
頼
さ
れ
る
頼
も
し
い
人
間
と
な
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

|
先
生
と
地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
と
も
に
|
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素
晴
ら
し
き
か
な
信
州

　　　　　　　　　　　　そ
し
て
下
諏
訪

　

今
月
号
で
「
生
涯
学
習
」
は
五
百

号
を
迎
え
た
。
約
四
十
一
年
余
り
の

間
、
幾
人
も
の
教
育
長
や
編
集
長
、

町
生
涯
学
習
係
、
編
集
委
員
の
協
力

と
努
力
が
あ
り
今
ま
で
続
い
て
い
る
。

私
も
微
力
な
が
ら
そ
の
お
手
伝
い
の

機
会
を
い
た
だ
き
、
思
い
出
深
い
年

月
と
な
り
感
謝
し
て
い
る
。

　

私
は
他
県
出
身
の
た
め
に
、
信
州

や
下
諏
訪
町
の
歴
史
や
文
化
、
風
土

食
べ
物
、
日
々
の
生
活
の
工
夫
な
ど

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。

寄
せ
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
原
稿
の
内
容

に
毎
回
感
心
し
た
。
私
に
と
っ
て
は

聞
く
も
の
全
て
が
新
鮮
で
、
た
く
さ

ん
の
知
恵
を
い
た
だ
い
た
。

　

編
集
委
員
と
し
て
私
の
心
が
け
た

こ
と
は
、
い
つ
も
読
者
の
目
線
、
加

え
て
下
諏
訪
町
の
こ
と
を
知
ら
な
い

県
外
者
の
目
線
で
考
え
て
み
る
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

　

ま
た
小
学
校
高
学
年
や
高
齢
者
も

含
め
た
読
者
に
伝
わ
り
や
す
い
か
、

文
字
の
大
き
さ
や
写
真
の
配
置
な
ど

に
も
気
を
配
る
。

　

月
の
声
や
ほ
の
ぼ
の
欄
、
サ
ー
ク

ル
紹
介
、
裏
表
紙
の
信
州
の
花
々
、

鳥
の
生
態
な
ど
、
毎
月
読
者
の
一
人

と
し
て
心
待
ち
に
し
た
。

　

月
の
声
読
ん
だ
よ
、
ほ
の
ぼ
の
の

記
事
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
よ
な
ど
と

感
想
を
聞
く
と
嬉
し
か
っ
た
。

　

ま
た
若
い
人
達
に
も
目
を
通
し
て

も
ら
う
に
は
と
、
若
い
執
筆
者
探
し

に
骨
折
っ
た
こ
と
も
良
い
思
い
出
だ
。

　

諏
訪
湖
端
の
美
し
い
桜
紅
葉
が
散

り
身
の
引
き
締
ま
る
冬
。
凛
と
し
た

空
気
、
辺
り
の
山
々
の
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
た
姿
、
そ
の
深
さ
に
吸
い
込
ま
れ

て
し
ま
い
そ
う
な
夜
空
。
そ
こ
に
瞬

く
星
々
の
美
し
さ
は
他
の
地
で
は
見

ら
れ
な
い
。
信
州
の
き
り
っ
と
凍
り

つ
く
大
気
あ
っ
て
の
星
の
美
し
さ
だ
。

　

雪
が
解
け
る
と
、
弾
け
た
よ
う
に

い
っ
せ
い
に
草
花
が
芽
を
吹
き
出
し

生
命
の
強
さ
美
し
さ
に
感
謝
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

　

や
が
て
花
々
は
満
開
に
な
り
春
と

夏
が
同
時
に
や
っ
て
来
て
、
木
々
の

葉
や
葉
裏
の
緑
色
の
豊
富
さ
に
私
は

何
年
経
っ
て
も
感
動
し
て
い
る
。
風

が
そ
よ
ぐ
た
び
に
、
魔
法
の
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
緑
色
を
見
せ
て
く
れ
る
。

確
か
な
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ

ら
れ
る
こ
の
地
で
、
こ
の
信
州
で
生

活
す
る
幸
せ
を
身
に
沁
み
て
思
う
。

　

結
婚
と
同
時
に
こ
の
素
晴
ら
し
い

地
に
住
み
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
よ
り

長
く
な
っ
た
。
も
う
私
の
終
の
住
処

で
あ
り
故
郷
で
あ
る
。
人
生
の
終
わ

り
を
迎
え
て
も
、
大
好
き
な
富
士
山

を
望
む
諏
訪
湖
や
八
ヶ
岳
連
峰
を
見

下
ろ
し
な
が
ら
、
天
か
ら
こ
の
地
を

見
守
り
た
い
。

　

自
然
界
の
恵
み
を
豊
か
に
受
け
て

い
る
我
々
の
下
諏
訪
町
。
こ
の
素
晴

ら
し
さ
を
い
つ
ま
で
も
大
事
に
し
て

感
謝
し
つ
つ
、
さ
ら
に
、
生
き
て
い

る
こ
と
が
楽
し
い
町
と
な
る
よ
う
に

皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
工
夫
し
て
い

き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

「
生
涯
学
習
」
が
そ
の
助
け
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
り
、
よ
り
深
い
内
容

で
人
々
の
心
に
残
る
ペ
ー
ジ
と
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

東
四
王
　
　
上
脇
　
邦
子

　ご愛読をいただいております「生涯学習」は、今回をもって500号を迎えました。
　昭和49年４月「社会教育しもすわ」として第１号が創刊されて以来41年間、時代の波や要望を受
けながら、改称や紙面統合などを繰り返してきました。
　500号までの歴史を振り返ることによって、時代に適した「生涯学習」のあり方を深めてまいりた
いと願っています。また、当時の文章を一部分ではありますが、紹介いたします。
　これからも、町民の皆様に親しまれ、愛読される紙面づくりに心掛けていきたいと思います。

　教養の一助に活用を　　町長　青木健一　　＊一部引用
　従来それぞれの機関から発行されていた公民館報・博物館報・青
少年シリーズの三紙を統合して「社会教育しもすわ」の一紙にまと
めた。これは時代的要請にこたえて大所高所から社会教育を見なお
し、その刷新をはかろうとするもので、その意義は深いものである。
住民の皆さんが今後これを一層活用されて各自教養の一助とされ住
民相互の連帯感を深めることを切望してやみません。

１号「社会教育しもすわ」〈昭和49年４月〉

　※紙面が、B5版８ページからA4版８ページとなる。
　※１ページ目に、次のような説明文あり。
「社会教育しもすわ」は生涯学習時代に対応して、「生涯学習しも
すわ」と改題しました。

240号「生涯学習しもすわ」〈平成６年４月〉

　広報紙を統合しました　　町長　高橋文利　　　＊一部引用
　新しく模様替えした広報紙の今月号はいかがですか。
　これまでは町が「広報しもすわ」、町教育委員会が「生涯学習し
もすわ」をそれぞれ別々に毎月発行していたうえに、町社会福祉協
議会が「社協だよりしもすわ」を年五、六回出していました。これ
を一冊に統合して「月刊クローズアップしもすわ」としたわけです。

＊三紙が統合されたので、最初のページに
は「生涯学習」のタイトルをつけ、バッ
クの絵は吉澤大淳先生にお願いした。

351号「生涯学習しもすわ」〈平成15年８月〉

＊「生涯学習」の最初のページのタイトルを、横から縦に変更し現
在に至っている。「広報」のページに合わせて、統一したと思わ
れる。

401号「生涯学習しもすわ」〈平成19年９月〉

り
ん

ま
た
た

し

つ
い

す
み
か
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一
月
の
こ
え

　

G
reet the N

ew
 Y
ear!! 　

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
、
皆
さ
ん
は
何
を
一

番
先
に
考
え
ま
す
か
？

　

初
夢
、
書
き
初
め
、
お
年
玉
、
寝
正
月
、

人
そ
れ
ぞ
れ
思
う
こ
と
は
様
々
で
す
が
、
私

は
、
ふ
と
こ
ん
な
言
葉
が
頭
に
浮
か
び
ま
し

た
。
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
、
始
め
て
何

か
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
と
き
の
、
素
直

な
心
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

人
間
、
何
か
を
長
く
や
っ
て
い
る
と
慣
れ

て
き
て
、
始
め
の
ま
じ
め
さ
が
薄
れ
、
な
ま

け
心
が
起
き
た
り
、
自
分
が
人
よ
り
優
れ
て

い
る
と
思
い
込
み
、
現
在
行
っ
て
い
る
こ
と

で
満
足
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

初
心
の
ま
じ
め
さ
を
長
く
続
け
る
こ
と
は

と
て
も
難
し
い
で
す
が
、
物
事
の
完
成
度
を

高
め
る
た
め
に
は
、
大
切
な
心
構
え
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
が
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
時

の
、
始
め
の
新
鮮
で
謙
虚
な
気
持
ち
、
志
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
一
年
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

H
appy 　

N
ew

　

Y
ear 　

2016!! 　
（
高
橋
良
司
）

町立図書館では週２回読み聞かせの会を開催しています。手あそび・
絵本の読みきかせ・紙芝居・エプロンシアターなど楽しめます。

　　毎週　木曜日・土曜日　いずれも11：00～11：30
　　場所　下諏訪町立図書館１階ミニシアター
お話を聞きたい方なら、どなたでも大歓迎です。
子どもが飽きたら途中で退席してもたいじょうぶ！
＊図書館では読み聞かせを手伝っていただけるボランティアを
　募集しています。絵本が好きな方、歓迎です。
　　連絡先　下諏訪町立図書館　0266－27－5555

★秋宮リンク　「氷上祭」のお知らせ★★秋宮リンク　「氷上祭」のお知らせ★
日 時：平成28年１月24日（日）午前９：00～午前12：00
　　　（悪天候中止）
場 所：秋宮スケートリンク
※参加費無料、事前申し込みは不要です。当日、秋宮スケートリンクにお越し下さい。
 問い合わせ先　下諏訪体育館（27－1455） 秋宮スケートリンク（28－7555）
氷上ボウリング、障害物競走、そり引きゲームなどの、楽しい氷上運動会です。
大好評の下駄スケート体験も実施します。

そり引きゲーム 下駄スケート体験氷上ボウリング

町民総合文化祭・作品展②町民総合文化祭・作品展②

らくの会（落款） ディサービスセンタースマイル（手芸・工作）

高齢者クラブ連合会 書道部（縦書掛軸） 花田養護学校（陶芸・手工芸品）

三彩会（水彩画） 下諏訪版画友の会（版画）

キルトの会（パッチワーク・キルト） 楽陶の会（陶器）

★☆★☆★ おはなしのへや  へ  いらっしゃい！ ★☆★☆★
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休日当番医等は、変更になることがありますのでご承知ください。

※事前に電話で確認の上受診してください。

※休日・夜間緊急医療案内　
　下諏訪消防署　☎28－01191月の休日当番医院・歯科医院・薬局

子育てふれあいセンター「ぽけっと」からのお知らせ下諏訪町空き家情報バンク登録状況下諏訪町空き家情報バンク登録状況
〈平成27年11月30日現在〉

●16日（土）　自由にご利用ください
1月の行事予定

ファミリーデーファミリーデー

18日（月）おはなしいっぱい
25日（月）0歳児ママ講座

 ５日（火）ファーストブック
 ８日（金）知恵袋講座
12日（火）うたのぽけっと
22日（金）1歳児ママ講座
29日（金）つくるよぺたぺた

■問い合わせ　下諏訪町子育てふれあいセンター  ぽけっと
　　　　　　　電話・FAX：27－5244
　　　　　　　※詳しくは町のホームページをご覧ください。

平成２８年１月から役場の内線番号が一部変更になります

家屋を取り壊したときは届出を！小学生～高校生のための春休み海外研修参加者募集

　次の方は、接種後の症状と予防接種との関連性が認
定されると、医療費・医療手当が支給される場合があ
ります。
　平成25年３月31日までに、
「子宮頸がんワクチン」「ヒブワクチン」、「小児用
肺炎球菌ワクチン」のいずれかのワクチンを接種した
方のうち、接種後に何らかの症状が生じ、医療機関を
受診した方
　支給対象となるのは、請求日からさかのぼって５年
以内に受けた医療に限られます。
　お心当たりのある方は、具体的な請求方法等につい
て、至急、下記にお問い合わせください。
■問い合わせ　
　独立行政法人医療品医療器総合機構の救済制度相談窓口
　電話0120－149－931（フリーダイヤル）または、
　　　03－3506－9411（有料）

　庁舎大規模改修工事に伴い、課の配置が変更となっ
たため、平成28年１月より、税務課及び健康福祉課の
内線番号が変更になります。
○新しい内線番号（※下諏訪町役場の代表電話番号
0266－27－1111は変更ありません）
・税　務　課　　課　　長　　230
　　　　　　　　町民税係　　231.232.233
　　　　　　　　資産税係　　234.235
　　　　　　　　収 納 係　　236.237.238
・健康福祉課　　課　　長　　120
　　　　　　　　福 祉 係　　121.122.123
　　　　　　　　高齢者係　　124.125.126.127
■問い合わせ　下諏訪町　総務課　庶務人事係
　　　　　　　電話27－1111　(内線251)

予備自衛官補を募集します
　予備自衛官補とは、一般の社会人や学生など自衛隊
経験のない方が、訓練を受けて予備自衛官として採用
される制度です。
　「一般」と「技能」の２種類のコースがあり、「一
般」は、18歳～33歳の方ならどなたでも応募できます。
また「技能」は、医療技術、語学、整備などの資格を
持ち、18歳以上の方が応募できますが、年齢上限はそ
れぞれの資格で若干異なりますので、詳しくはお問い
合わせください。
■問い合わせ　
　自衛隊長野地方協力本部諏訪（茅野）地域事務所
　電話82－6785

　公益財団法人・国際青少年研修協会では、７コース
の参加者を募集しています。体験を通じて、お互いの
理解や交流を深め、国際性を養うことを目的に実施し
ます。
【内　容】ホームステイ・ボランティア・文化交流・学校

体験・英語研修・地域見学・野外活動など
【研修国】英国・豪州・カナダ・フィジー
　　　　　ニュージーランド・フィリピン
【日　程】平成28年３月26日（土）～
　　　　　平成28年４月５日（火）９～11日間
　　　　　※コースにより異なります。
【対　象】小学３年生～高校３年生の方まで
【説明会】全国10都市　１月中旬
　　　　　※入場料無料・予約不要
【参加費】39.8～49.8万円
※平成28年１月25日（月）までにお申込みの方は、
早割りで１万円割引きになります。

【申込締切】平成28年２月１日（月）
　※詳細は下記までお問い合わせください。
■問い合わせ・資料請求
　（公財）国際青少年研修協会
　〒141－0031　東京都品川区西五反田7－15－4
　　　　　　　　第３花田ビル４階
　電話03－6417－9721　FAX03－6417－9724
　Eメール　info@kskk.or.jp
　URL http://www.kskk.or.jp

　平成27年１月２日から平成28年１月１日までの間
に、家屋の取り壊しをした場合は、
必ず届出をお願いします。ただし、
法務局で滅失の登記を済まされた場
合は必要ありません。届出がされな
いと28年度も引き続き固定資産税・
都市計画税が課税されてしまいます
のでご注意ください。
　○届出期限　平成28年１月29日(金)
■問い合わせ　下諏訪町　税務課 資産税係
　　　　　　　電話27－1111（内線124･125）
　　　　　　　※平成28年１月より（内線234･235）

募 集 情 報募 集 情 報 お 知 ら せお 知 ら せ

平成２５年３月３１日までに市町村の助成による
子宮頸ガン（HPV）ワクチン等の接種をした方へ

歯科当番医（診療時間9：00～正午） 当番薬局
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急病当番医（診療時間9：00～17：00）日 曜日

平林医院（岡谷市）
山田外科医院（岡谷市）
諏訪共立病院
祐愛病院（岡谷市）
あざみ胃腸科クリニック
サツマ外科医院（岡谷市）
諏訪共立病院
釜口医院（岡谷市）
諏訪マタニティークリニック
川岸医院（岡谷市）
山崎医院（岡谷市）
野村ウィメンズクリニック（岡谷市）
よねやま内科クリニック（岡谷市）
今井内科胃腸科クリニック（岡谷市）

ウエルシア薬局岡谷長地店（岡谷市）
山一小口薬局（岡谷市）
ひまわり薬局
梅垣薬局（岡谷市）
菜の花薬局
アイン岡谷薬局（岡谷市）
ひまわり薬局
ファミリー薬局（岡谷市）
永田薬局
川岸薬局（岡谷市）
山一小口薬局（岡谷市）
やまびこ薬局（岡谷市）
矢崎薬局（岡谷市）
矢崎薬局（岡谷市）

栗田歯科医院（岡谷市）
小松歯科クリニック
小松歯科医院

早出歯科医院（岡谷市）

あさひ中央台歯科診療所

あさひ中央台歯科診療所

22－3952
22－2382
28－2012
23－0222
28－0505
22－5180
28－2012
22－2089
28－6100
22－2562
22－3287
24－1103
22－8863
24－8688

24－5756
28－0008
27－8226

26－2510
23－2206
26－7226
23－4888
26－1500
23－2808
26－7226
24－1801
27－8123
24－3103
23－2206
21－2144
23－7125
23－7125

28－0024

26－1414

26－1414

「ゆたん歩°」
高浜健康温泉センター

■問い合わせ　下諏訪町 総務課 企画係
　　　　　　　電話 27－1111（内線258）
　E-mail kyoudou@town.shimosuwa.lg.jp

消防団員募集
下諏訪町消防団入団資格が拡大されました。

　下諏訪町消防団では町内に居住する者及び、町内へ
の通勤者も入団可能となりました。
　消防団員は住民の生命や財産を守るため、火災や大
規模災害発生時に自宅や職場から駆けつけ、消火活
動・救助活動を行います。18歳以上の方なら男女問
わず入団でき、会社員、自営業者、公務員など様々な
方が集まり活動しています。入団希望の方は下記まで
お問い合わせください。
■問い合わせ　下諏訪消防署　電話28－0119

 № 所在地　  賃貸等　　　　　　条件等
57 立　町 売却 木造３階建 応相談
60 東山田 売却 木造２階建 応相談
61 高　浜 賃貸 木造平屋建 月3万5千円
62 下屋敷 売却 木造平屋建 600万円
65 立　町 売却 木造２階建 応相談
67 南高木 賃貸 木造２階建 月6万円/応相談
69 新町上 売却 木造２階建 応相談
70 星が丘 賃貸/売却 木造平屋建 月3万5千円/応相談
71 東山田 賃貸 木造２階建 月4万8千円
78 湯田町 売却 木造２階建 500万円
79 新　町 賃貸/売却 木造２階建 月5万円/480万円
83 菅野町 賃貸 木造２階建 月6万円
84 東高木 売却 木造平屋建・２階建　3,465万円
86 東高木 賃貸 木造２階建 月6万5千円
88 立　町 賃貸 木造２階建 月5万6千5百円
89 社東町 賃貸 木造２階建 月4万5千円
90 西赤砂 賃貸 木造平屋建 月4万9千5百円
91 社東町 賃貸 木造平屋建 月5万円
92 矢木西 賃貸 木造２階建 月5万7千円
93 西赤砂 賃貸 木造平屋建 月6万2千円
95 新町上 賃貸/売却 木造２階建 応相談
97 西高木 売却 鉄骨３階建 3,500万円
98 星が丘 賃貸 木造平屋建 月4万4千円
99 西四王 売却 木造３階建 2,200万円
 101 矢木町 売却 木造２階建 580万円
103 東鷹野町 賃貸 木造２階建 月6万5千円

■問い合わせ　ゆたん歩゜　電話26－2626　
※教室の参加方法等、詳しくは町のホームページまたはお電話ください。

♨ゆたん歩 の゚日　健康相談♨（1月22日）
９：30～12：00
♨ゆたん歩 の゚日　健康ミニ講座♨（1月22日）
10：00～11：00

※健康相談とミニ講座は当日ご自由に参加していただけます。

1月単発講座
　●カラダよろこぶ講座（定員８名）
　　日にち：１月15日（金）
　　時　間：10：00～11：00

◇1月のゆたん歩 の゚日は22日㈮です◇
保健師による体組成測定と個別相談

健康運動指導士による簡単エクササイズ

※事前に申込みが必要です。

１月12日（火）通常休館日
１月13日（水）～14日（木）メンテナンス休館日

メンテナンス休館日のお知らせ

◆知恵袋講座　まゆだま作り
小正月の伝承行事『まゆだま』をぽけったーさんと作りましょう。
由来についても教えていただきます。お楽しみにね♪
　１月８日（金）　時間：10：30～　持ち物：小さいボウル　　
　町内在住の方優先、要予約です。

◆つくるよぺたぺた　
オニさんのお面を作ろう
のりでぺたぺた目や口を貼りましょう。節分に使ってね♪
　１月29日（金）　時間：10：30～

　灯油の流出事故の多くが、一般家庭から、しかも給油
中に目を離してしまったといった不注意によるものです。
ほんの少しの量の灯油でも、河川や土壌など環境に与え
る影響は大きいです。
★給油中は絶対にその場を離れないでください。
★ホームタンクには防油堤を設置しましょう。
★日ごろからホームタンクのバルブや配管、防油堤の排
水コックなどをしっかり確認しましょう。

★灯油が流出してしまったら、すぐに消防署と役場住民
環境課へ通報してください。

給油中は絶対に離れちゃダメ！給油中は絶対に離れちゃダメ！
－ 灯油の流出事故に注意してください －

給油が終わるまで離れない！
バルブや配管をチェック
防油堤を設置しましょう。
排水コックは必ず閉めて！

■通報・問い合わせ
・下諏訪消防署
　電話28－0119
・住民環境課 生活環境係
　電話27－1111（内線142）

Ｈ27.12月

H28.1月

※クローズアップしもすわ12月号において、12月30日当番薬局「やまびこ薬局（岡谷市）」となっておりますが、正しくは「ウエルシア薬局岡谷長地店（岡谷市）」です。

※歯科診療は「保険証・老人手帳を必ずお持ちください。午前中のみの診療となります。」

溝口歯科診療所
山岡歯科医院（岡谷市）
アポロ歯科医院（岡谷市）
笠原歯科医院（岡谷市）
三井歯科医院（岡谷市）

27－3838
22－2472
23－8100
22－2837
23－8427
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1月くらしの情報
役場 　27－1111

1 月　休日水道工事店1 月　休日水道工事店 庁舎耐震補強及び大規模改修工事庁舎耐震補強及び大規模改修工事

◆休 館 日　１月８日（金）・12日（火）・18日（月）・25日（月）
　年末年始休館　12月28日（月）～１月４日（月）
◆開館時間　９時30分～19時（火～金）
　　　　　　９時30分～18時（土日祝）

◆休 館 日　１月１日（金）・２日（土）・３日（日）・４日（月）
　　　　　　　  12日（火）・18日（月）・25日（月）
◆料　　金　一般　350円　小・中学生　170円
　　　　※諏訪郡内に在学または在住の「小学生・中学生・高校生」及び
　　　　　同伴の保護者の方は入館無料となります。
◆開館時間　９時～17時（入館は16時30分まで）

日 曜 指 定 工 事 業 者 住　　所 電　　話
1
2
3
4
9
10
11
12
16
17
23
24
30
31

金
土
日
月
土
日
月
火
土
日
土
日
土
日

※都合により工事店が変更される場合があります。　
■問い合わせ　下諏訪町 建設水道課 上水道管理係 電話27－1111（内線228）

★下記の「課」が移動しています。
　住民環境課－１階南側
　健康福祉課、会計課－１階北側
　税務課－２階南側
　総務課－２階西側（旧税務課）
　（財政係は３階相談室へ秘書室は第１会議室に移動）
　産業振興課－３階　　　へそれぞれ移動しています。
★庁舎内通路等狭くなっていますが、ご協力をお願いし
ます。

★建設水道課へは、本庁舎2階から連絡通路をご利用く
ださい。

★安全のため、工事エリアへの立ち入りは禁止します。
　ご迷惑をおかけしますがご理解とご協力をお願いしま
す。なお、お気づきの点等ありましたら下記担当係へご
連絡をいただきますようお願いします。
■問い合わせ　下諏訪町  総務課  管財係
　　　　　　　電話27－1111（内線263）

２８－８２９５
２８－０９１９
２８－６０００
２３－５３３０
２７－８３９９
２８－８１３９
２７－０５７５
２７－３２４９
２８－６４６２
２６－８８６６
５８－１３３６
２７－６６２２
２７－７２８９
２８－８２９５

㈱ 総 建
松 澤 工 業 ㈱
㈱ 六　　　　協
㈱ 上 條 電 設 工 業
㈱ 親 水 工 業
水 道 建 設 ㈱
杉 村 設 備 ㈱
㈲ 諏 訪 建 総
㈲ 諏 訪 冷 熱
ス ワ ン シ ス テ ム ㈲
㈲ 林 組 工 業 所
㈱ オ ス ガ 設 備
㈲ 藤 森 水 道
㈱ 総 建

五 官
曙 町
広 瀬 町
社 東 町 第 ２
東 山 田 第 ２
町 屋 敷 ３ 組
塚 田 町
大 門 １
西 赤 砂
東 弥 生 町
諏 訪 市 大 手
岡谷市長地権現町
岡谷市長地御所
五 官

＊開館時間：9：30～16：30

＊休館日：毎週木曜日

＊年末年始：12月30日（水）～１月３日（日）

＊正面入り口横：足湯・1階：売店・1階：休憩コーナーは

　ご自由にご利用いただけます。

悠遊工房企画展
　「みんなの広場 ～切り絵と落款合同展～ 」　
期　　　　間：平成28年１月９日（土）～ １月24日（日）
展示グループ：諏訪湖切り絵の会・らくの会
場　　　　所：諏訪湖博物館・赤彦記念館　特別展示室
　　当館を中心に活動されているグループの作品を展示します。
　　この展示期間中は町民の方は無料となりますので、多くの方々
　のご来館をお待ちしています。

◆新春！お年玉セール　１月４日～15日まで開催!! ◆時計作り体験毎日開催しています
儀象堂オリジナル時計やメーカー時計など10～30％OFF
にて販売！（一部商品除く）

◆新春限定販売!!
儀象堂特製福袋を販売します。是非お立ち寄りください！

◆セイコーウォッチも多数取りそろえました
ショップも一新し、商品も充実！より見やすくなりました★

自分だけのオリジナル時計を作ってみませんか？
ご来館お待ちしております。

◎みずべ保育園児の絵画展◎
１月９日（土）～31日（日）

１月９日（土）～31日（日）
◎向陽高校百人一首書道展◎

◎町内一斉家庭読書の日◎
１月10日（日）
◎本の木をそだてよう◎
１月５日（火）～17日（日）

カルチャーカルチャー

らっかん

読んだ本の紹介カードを作ります。
カードを書いてくれた子ども（幼児～小学生）は
ささやかなプレゼントがもらえます。

◎図書館講演会「言葉を咲かせて花となる」◎
２月28日（日）　13時30分～15時30分
　講　師：藤森あゆみ　氏（新短歌　歌人）
　場　所：下諏訪町図書館　２階会議室
　参加費：無料



19　2016.1

1月くらしの情報
役場 　27－1111

育児・栄養相談（すこやか相談）
もぐもぐ学習会（平成27年5・6月生）

午後1時30分～午後3時30分

四種混合

心のほっと相談（事前に予約が必要です）

予防接種 6日
15日

13・25日
19日
21日

水
金
水・月
火
木

午後2時～午後2時30分
午後2時～午後2時15分

２　か　月（平成27年 11月生）
４　か　月（平成27年 9月生）
10　か　月（平成27年 3月生）
１歳６か月（平成26年 6月生）
２　　　歳（平成25年 10月生）
３　　　歳（平成24年 12月生）

乳
幼
児
健
診

午前9時～
午後0時45分～
午後0時45分～
午後0時45分～
午前9時～
午後0時45分～

26日
26日
28日
20日
　12日
13日

火
火
木
水
火
水

（平成27年8月生）
（平成27年5月生）Ｂ Ｃ Ｇ

種　　　　　　　　　　別 日 曜日 時　　　間 場　　　所

＊

○開設日時　９日（土）・10日（日）
　　　　　　（午前10時から午後４時まで）

○開設場所　町庁舎２階 税務課窓口

○内　　容　税金等の納付及び納税相談

相談は無料です。
＊は事前に予約が必要です。

午前9時～午前11時
午前10時～午前11時

住民環境課 生活環境係
☎27-1111（内線143）
までお問い合わせください。

日 曜日 時　　　間相　　談　　名 場　　　　　所
法 律 相 談
行 政 相 談
住 民 相 談 ・ 一 般 相 談
消 費 生 活 相 談
交 通 事 故 相 談

児 童 家 庭・教 育 相 談

女 性 総 合 相 談
建 築 な ん で も 相 談
（リフォーム・耐震改修など）
工 業 相 談

税 務 相 談

結 婚 衣 装 等 公 開 日

福 祉 総 合 相 談

休日を除く毎日

 9日

 17日

毎月第2火曜日

土

 28日 木

月～金曜日

午後1時～午後4時

午前10時～午後3時

午前8時30分～午後5時15分

午後1時～午後5時
午後1時～午後3時

日

木14日

水13日

随　　時

休日を除く毎日

午前9時～午後5時

午前10時～午後1時30分

毎月第3土曜日 午前9時～正午

午前10時～正午

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

＊

＊

＊

午前10時～午後3時

火19日

諏訪地方事務所（要予約）

・福祉相談
・介護相談、権利擁護相談、成年後見相談
・結婚相談

☎27-7396
☎26-3377
☎28-2827

下諏訪町社会福祉協議会
下諏訪町地域包括支援センター
老人福祉センター　相談室

※面談日については事前に確認をお願いします。
下諏訪商工会議所　　　 ☎27-8533

ものづくり支援センターしもすわ☎26-2226

総合文化センター　和室（2階）
＊事前のお問い合わせは、健康福祉課
福祉係　☎27-1111（内線233）

教育委員会　　　　　　　　☎27-3204
※面接での相談については事前に予約をお願いします。

まちづくり協働サポートセンター☎27-1111（内線258）

下諏訪商工会議所会館２階
税理士会事務局　　　　  ☎28-6666

毎週金・土曜日

●１月の休日納税相談●●１月の税金等納期限●
２月１日
  （月）

町県民税 ４期分

国民健康保険税 10期１月分

後期高齢者医療保険料 10期１月分

温泉使用料 １月分

保育料 １月分

1 月　各　種　相　談

1 月　健  康  診  査  等



2016.1　20
12月１日現在　人口 20,906人（男 10,091人・女 10,815人）　世帯数 8,914世帯　※住民基本台帳数値
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高木ココ★

→
上諏訪

←
下諏訪

●
セブンイレブン

★

諏訪湖

20●所在地  下諏訪町8943（南高木）　
●電話78－6550　●代表者  井出 健次　
☆定休日　水曜日　
☆営業時間　11：00～14：00　17：30～24：00

下諏訪町の企業紹介 第47弾「らーめん井出軒」下諏訪町の企業紹介 第47弾「らーめん井出軒」
いでけんいでけん

　毎月発行しているクローズアップしもすわで、町内の企業を紹介します。内容は各会社から提出いただいた原稿を基に
掲載しています。掲載を希望する企業は下諏訪町 総務課 情報防災係（電話27－1111　内線262）までご連絡ください。

　メニューは煮干し香る中華そば、昔風のつけ麺、毎日手作り
する餃子、シンプルな炒飯などです。平日ランチタイムの100
円餃子や100円半炒飯がお得です。アルコール類も生ビール390
円各種サワー290円とリーズナブルな料金設定で夜12時まで営
業しています。是非お気軽にご利用下さいませ。

※紙類は、雨が降っている場合は絶対に出さないでください。※「資源物」としての剪定収集は終了しました。次回は、平成28年５月から始
める予定です。「焼却ごみ」としての剪定木収集は通年で行っています。氏名を書いた45リットルの焼却ごみ袋を巻いて出してください。

月 例 資 源 物 収 集 日：１月10日（日） 午前７時～午前８時の間に指定場所へ持ち込んでください。

硬質プラスチック収集日：１月17日（日） 午前９時～午前11時までの間に赤砂崎へ持ち込んでください。

平成28年1月平成28年1月 下諏訪町リサイクルカレンダー下諏訪町リサイクルカレンダー 「×」印の日は収集
を行いません

皆様へお願い
■「家庭ごみの分
け方・出し方」
「リサイクルカ
レンダー」で確
認してから出し
てください。
氏名を必ず書いて
ください。

日 　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土

1

8

15

22

29

第１週

第２週

第３週

第４週

第5週

第１週

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

資源物等の収集品目
アルミ缶・ペットボトル・無色ビン・白色トレ
イ・発砲スチロールと色つきトレイ

アルミ缶・ペットボトル・無色ビン・白色トレ
イ・発砲スチロールと色つきトレイ

スチール缶・茶色ビン・紙類（新聞紙・ダンボ
ール紙・雑誌・紙パック・その他の紙類）
アルミ缶・ペットボトル・その他の色ビン・白
色トレイ・発砲スチロールと色つきトレイ
スチール缶・金属類
埋立てごみ

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

平成28年版画カレンダーのテーマは

「御柱祭」!!

１月号 画題 伐採 河西 道雄 作

　今年も「下諏訪版画友の
会」のみなさんによる版画
カレンダーが完成いたしま
した。今年のテーマは「御
柱祭」。各月、御柱祭の情
景が版画で表現されていま
す。
　一つ一つ手作りの温もり
ある版画作品を是非お楽し
みください。

クローズアップしもすわをご提示の方にトッピング
『煮玉子』サービスさせて頂きます。

特典★サービス

乾電池・蛍光管・電球
（一緒の袋で出して構いません。）

煮干し香る中華そば


